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地震に備えて
～日ごろの準備と心得～特集

●
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す

災
害
時
の
対
応
を
家
族
で
確
認

「
高
山
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」で
危

険
箇
所
や
避
難
所
、避
難
経
路
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、「
高
山
市
避
難
マ

ニ
ュ
ア
ル
保
存
版
」で
、災
害
時
の
家

族
の
集
合
場
所
を
あ
ら
か
じ
め
相
談

し
た
り
、災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
使

用
方
法
な
ど
も
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

ま
た
、避
難
す
る
と
き
す
ぐ
に
持

ち
出
せ
る
よ
う
、「
非
常
持
出
品
」を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

耐
震
化
や
情
報
入
手
手
段
を
準
備

住
宅
の
耐
震
化
や
家
具
の
固
定
な

ど
の
ほ
か
、高
山
防
災
ラ
ジ
オ
の
設

置
な
ど
、災
害
情
報
の
入
手
手
段
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
地
域
の
自
主
防
災
活
動
に
参
加
し
よ
う

阪
神
・淡
路
大
震
災
を
機
に
、「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
ろ

う
」と
い
う
意
識
の
も
と
、高
山
市
内

の
全
町
内
会
を
基
本
と
し
て
２
９
２

の
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
、地

域
防
災
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
担

う
組
織
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、地
域

住
民
に
よ
る
防
災
活
動
が
大
変
重
要

で
す
。地
域
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練

や
防
災
講
演
会
な
ど
に
参
加
し
、地

域
ぐ
る
み
で
防
災
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

自主防災組織による防災訓練（国府町・広瀬町内会）

ハザードマップ㊨と避難マニュアル
危機管理室・各支所で取り扱っています

●木造戸建て住宅無料耐震診断の実施
市内に一戸建て木造住宅を所有される方を対

象に、無料で耐震診断を行っています。診断は岐
阜県木造住宅耐震相談士がお伺いします。
なお、耐震診断の結果報告書の受け取りまでに
は、申込みから４カ月程度かかります。
補助要件 市内に一戸建ての木造住宅を所有し、
市税に滞納のない方（＊木造以外の構造部分があ
る場合は対象外となります）
申込期間 ４月１日～10月31日
申込方法 所定の申込書での手続きが必要です。
詳しくはお問合せください。
◎この他、木造住宅の耐震工事や木造住宅耐震シ
ェルター設置への助成制度があります。（詳し
くは６月以降にお知らせします）

●学校の耐震補強工事の推進
地震に対する建物の安全性を数値化した｢IS値」
が0.7未満の耐震補強が必要な校舎や体育館の耐
震化を計画的に進めています
●橋りょうの耐震補強
老朽化している橋りょうの計画的な修繕によ

り寿命を伸ばすとともに、耐震補強を行っていま
す。今年度は猪

い

之
の

鼻
はな

橋（高根町）、三
さん

駄
だ

谷
たに

橋（清見
町）、若宮橋（石浦町）の修繕に取り組みます。
●総合防災訓練の実施
各種団体のご協力をいただき、地震発生を想定
して避難誘導、初期消火訓練などさまざまな訓練
を行っています。いつ起こるかわからない災害に
備え、地域のみなさんで訓練に参加しましょう。
なお、今年度は９月４日（日）開催の予定です。
●危機管理室の創設
災害や感染症などの市民の生命・財産を脅かす
事態やサイバーテロ、行政対象暴力など市行政の
運営に重大な支障が生じる事態などの危機管理
業務を統括する｢危機管理室」を新設し、迅速に対
応します。

問合先 都市整備課　　35-3159

安全・安心の
まちづくりに全力
高山市では、市民のみなさんの安全・安心を守

るため、各分野でさまざまな防災・安全対策に取
り組んでいます。

問合先 危機管理室　　35-3345


